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LH2 455 145 ○ 4000 △ 
BE 328 328 ○ 215 ○ 
ケロシン 368 368 △ 450 ○ 
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表 2-1 タンク設計指針 




タンク全長  700mm 
口金開口直径 23mm 
 
 更に，タンクの設計に使用した材料の物性値を表 2-2に記す[1]． 
 







 また，このタンクに使用する炭素繊維方向を決め，表 2-1と表 2-2の数値をもとに肉厚の計算を
行なった[2]．その計算結果を表 2-3に記す． 
 
表 2-3 繊維方向と肉厚 
  繊維方向 肉厚 
円筒部 [±45°/0°] 3.0mm 
鏡板部 [±45°] 1.0mm 
 
２－２．タンク構造解析の結果 






図 2-1 応力分布 
 
 
図 2-2 ひずみ分布 
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面追跡法として Volume of Fluid (VOF) を利用した．また，ANSYS社 Fluentを用いた解析も実施







表 3-1 解析諸元 
タンク全長 700mm 
タンク直径 200mm 
液体 粘度 1.0×10-6 m2/s 
      密度 1.0×103 kg/m3 
空気 粘度 1.48×10-5m2/s 










図 3-2 OpenFOAM解析画像 
  
図 3-1と図 3-2の解析結果より Fluentと OpenFOAMの結果を比較し考察する．まず 2つの解析
結果画像から右端の波の高さが最大となる秒数を 2点測り，周期を算出した．周期を算出した範
囲は波の動きが安定している 6～9 s間とした．その結果を以下の表 3-2に示す． 
 
表 3-2 Fluent解析と OpenFOAM解析における周期 
 液の高さが最大の時の時間①[s] 液の高さが最大の時の時間②[s] 周期 
Fluent 6.87 8.03 1.16 
OpenFOAM 6.85 8.10 1.25 
 
 表より，Fluentと OpenFOAMで周期に 0.9の違いがあった．これは Fluentと OpenFOAMの界
面の追跡方法の違い等が原因であると考えられる． 
また，上記の解析を行なった円筒タンクに近い長さ 700mm，高さ 200mmの長方形モデルにお





 今回の推進剤供給システムでは，残液を 3 %以下にすることが求められる．そのため，残液を
減らすような液供給方法を提案し，縮小モデルタンクを作成し実験を行なった結果を報告する． 
 今回の実験で使用した鏡板部が板となっている縮小モデルタンクの諸元を表 3-3に示し，実験
条件を表 3-4，タンク縮小モデルを図 3-3に示し，タンク内残液の結果を図 3-4に記す． 
 
表 3-3 タンク諸元 
  実機モデル 縮小モデル 
円筒部長さ 500mm 200mm 
直径 203mm 100mm 
















面追跡法として Volume of Fluid (VOF) を利用した．また，ANSYS社 Fluentを用いた解析も実施







表 3-1 解析諸元 
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図 3-1 Fluent解析画像 
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図 3-4 ガス巻き込み画像 
 
図 3-4よりガス巻き込み時において，画像から得られた液面高さの計測値からタンク体積に対し，
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図 3-3 縮小モデルタンク 
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